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めがねの声

-横浜療育園で・・・

今年は、夏が大変な年でしたが、皆さんはいかがでしたか。

8月の終わり頃 ょっぱホームの藤田博之さんが始めは風邪をひいて「活

動ホームしもだ1をやすみました。

グループホームの会識があって わたくしもょっぱに行ったとき、藤田さん

が、前の晩はよく眠れたし 食事もたくさんたべられたのに 急に大変にな

っていて、背中を トントンたたいてタンをはかせていました。

横浜療育園で診てくれるというので、グループホームから急いで職員とお

母さんと一緒に出かけ、すぐ入院になりました。一度は、肺炎で大変になり

ましたが、いまは少しずつよくなっています。

横浜療育園は、重い障害の人たちが入所したり、デイサーピスに行ったり

しますが、専門の病院もあります。私は 対象になっていなかったので、初

めて行きました。

博之君は、個室から今は大きい部屋に移り、先生も「早くグループホーム

に帰れるといいね。Jと言っているそうです。

ずっと前に「しもだ』に通っていた鈴木康一君も、入所しているので、待

ち時間に会いに行きました。康ちゃんはニコニコして、ベットの上で少しず

つ足でけって回っていました。母に、ずっとここにいたのよと聞いて、私は

びっくりしました。広い畳の部屋で、みんなで遊んでいるのかと思ったから

です。時々「しもだ」の友達もショートステイではいります。まだ2階は見

学していませんが、ずっとベットの上ならかわいそうだなと思いました。

藤田さんと閉じ部屋にいた人のお母さんと少しお話しました。

「ずっと食べ物を口から摂っていたんですってね」と驚いていました。

母が「藤田君は、好きな食べ物ならニコニコして食べるのに、チュープでお

なかに入れるのでは、味がわからない。かわいそうだわ」といいます。

私と藤田君は、おさしみやおすしなど、大体同じ物が好きで、音楽や歌も

好きなものがにています。そして私も普段は、外の人にはわかりませんが、

風邪をひくと、タンをはいたり鼻水を出したりができなくなるので、とたん

に重い障害者になります。いつもグループホームのスタッフや、しもだの職

員たちゃ母が気をつけてみていてくださいます。自分でも風邪にはきをつけ

ています。

早く藤田君が帰ってきて欲しいと祈っています。今度は 酸素の機械も必要

になるのでおかあさんや職員たちも そろそろ退院の訓練に入っているそ

うです。 大原友子
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